
 
 

一度福祉を離れ、一般企業で就職しましたが、

再度福祉職へ戻ってきました。現在の福祉職の

課題・希望は根本を見通すこと。発信すること。

共同で変えること…               

結婚・妊娠…それでも福祉の仕事を続けて

います。子育てをしながら周りの人に支えら

れて… 

グラフィックデザイナーとして働いていました

が、介護の世界に飛び込みました！！全

く知らない世界から自分も周囲も驚きがあ

りましたが、２年と少し…特養で働いてます

大変だけど自分の担当している

方だけでなく地域の方などたくさ

んの方と出会え学べるのが地域

包括での仕事！！ 

高齢者福祉現場の今･･･勤続年数平均は 4.4 年。1 年間の採用率は 22.6％。離職率は

18.7％。通常月の税込月収 180.700 円。      

介護労働者の働く悩み、不安、不満は「賃金」「社会的評価の低さ」「人手」それでも「働きがいの

ある仕事だと思ったから」「人や社会の役に立ちたい」と現在の仕事を選びやりがいを感じている。私

たちの仕事を支えるしくみの中で、介護報酬の低さや介護保険制度設計の問題等があり、社会保

障制度の見直しが必要になっている。働きがいのある人間らしい仕事としての社会福祉労働の確

立をめざしていきましょう！！ 

右も左も分らず特養へ就職。進むべき道を示して下さったのはお年寄りの方たち。自分の原点は

認知症の尊厳を守るための実践。それは簡単ではなく難しい道のりです。専門性が試されます。ど

んな時代になっても変わらないものを守っていくことこそ専門性であり最大の糧だと思っています。皆

さんが一日も早く現場を知っている管理者として活躍する日が来ることを願っています。それは日本

の介護福祉の夜明けかもしれませんね。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  

いきなりの♪♪ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
                                                          
 
                                                        

 
 

１日臥床している入居者さん・自立している入居者さん。 
 その人の本当の想いは？今の状態は？それらを知る根拠は？ 
 

  
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  


